
 

 

 

 

 

平成 30年（2018年）10月 24日 

 

報 道 機 関  様 

                                                     

横 須 賀 市 都 市 部 長 

 

 

アーティスト村１人目の居住芸術家が決定しました 

 

 

市では、谷戸地域に複数の芸術家の居住を誘致し、芸術活動を通した様々な地域交流に

より、魅力ある地域コミュニティの形成と地域活性化を目指す「アーティスト村」創設へ

向けた取り組みを開始しています。 

このたび、一人目の誘致として、下記のとおり、本市美術協会から推薦をいただいた 

芸術家の居住が決まりましたのでお知らせします。 

また、建物の改修は「横須賀市と関東学院大学との連携及び協力に関する協定」の協力

事業として関東学院大学に協力をいただき、空き家再生の取り組みを行っている「ＫＧＵ

空き家プロジェクト」の学生の皆様に内装等の施工をいただく予定です。 

芸術家の居住は居室改修後 11 月末を予定しており、工房・教室等の整備後、創作体験

等の地域交流イベント実施を予定しています。 

 

 

１ 活用する事業用地 

   市営温泉谷戸住宅跡地（田浦泉町２８番地） 

※位置図、現地図は別紙を参照ください 

 

２ 誘致芸術家 

   薬王寺 太一 氏 43歳 陶芸家 

   ※プロフィールは別紙をご参照ください 

 

３ 本年度のスケジュール 

   10月～11月 居室・教室兼工房の改修 

       ※学生施工は 11/7から、教室兼工房の床・内装等を順次施工 

11月末    芸術家の居住開始 

   12月～3月  屋外薪窯を制作設置。教室兼工房の改修継続（学生施工） 

創作体験等の定期開催開始 

 

 

（事務担当は、都市部まちなみ景観課企画担当 直通 046-822-9855） 
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